
 

 

共用規約 

平成 24年 1月 1日 発効 

平成 24年 7月 1日 改訂 

（目的） 

第１条 本規約は、科学技術振興機構（ＪＳＴ）の研究成果展開事業（先端計測分析技術・

機器開発プログラム）「開発成果の活用・普及促進」の採択課題「Ｘ線透過格子を用いた位

相撮像装置の活用・普及促進」（以下、本事業）において、東北大学多元物質科学研究所百

生研究室（以下、甲）において開発した『高感度Ｘ線位相撮像装置』（以下、本装置）の共

用に関する規則を定めることを目的とする。 

 

（共用期間） 

第２条 本規約は、平成２４年１月１日から本事業が終了する平成２６年３月３１日まで

に実施される共用実験に適用される。 

 

（共用申込） 

第３条 本装置の共用実験を希望する者（以下、乙）は、共用申込書（別紙１）に必要事

項を記載し、甲に提出しなければならない。複数の期間で実験を希望する場合は、それぞ

れの期間について共用申込書を提出しなければならない。 

 

（共用場所） 

第４条 本装置を用いた共用実験は、本装置が常設してある甲の実験室（東北大学多元物

質科学研究所 科学計測棟 N104室）にて実施しなければならない。ただし、特殊な目的の

ため、本装置あるいはその一部を一時的に外部に搬出して行う実験企画がある場合は、乙

は予め甲と協議し、甲が了解する場合はその限りでない。 

 

（審査） 

第５条 共用申込書は、甲が審査のうえ共用実験実施の可否を決定し、原則として共用申

込書受付より１週間以内に乙に通知する。採択された実験の実施期間については、実験開

始の２週間前までに甲が決定して乙に通知する。 

 

（共用実験の実施） 

第６条 本装置の操作は、基本的に甲の研究室員が行う。乙は試料の準備を担当する。 

 

第７条 乙は実験データの全てを持ち帰ることができる。また、甲もデータのバックアッ

プを保存する。 

 



 

 

第８条 乙が持ち込んだ試料は、実験修了時に全て持ち帰ること。ただし、乙が甲に貸与

および譲渡する場合はその限りでない。 

 

第９条 各種倫理規定に基づく承認が必要となる試料の撮影は、原則として本事業では行

わない。 

 

第１０条 乙が技術習得を目的とする場合や特殊な装置を持ち込んで本装置と共に使用す

る際は、甲の指導のもと、乙が本装置を操作することを認める。ただし、この場合は、乙

は甲と東北大学多元物質科学研究所が定める基準に基づく共同研究契約を締結し、且つ、

乙に所属して実験を実施する者が、同研究所が定める放射線作業に関する手続きおよび教

育を終えていることを前提とする。 

 

（実験結果の報告） 

第１１条 共用実験の結果について、乙は実験終了後３０日以内に報告書を甲宛に提出し

なければならない。 

 

（実験結果の公開） 

第１２条 共用実験の結果は基本的に公開を前提とし、乙は学会発表や論文発表に努めな

ければならない。発表は、事前に甲に連絡し、かつ、共用実験に協力した甲に所属する者

を共著者とすること。さらに、ＪＳＴの本事業で得られた成果であることを謝辞として記

述すること。 

 

第１３条 ただし、乙が希望する場合は、一部の成果の非公開を認める。この場合、非公

開部分について、甲と乙は秘密保持契約（あるいは、共同研究契約における規約）を別途

締結するものとする。また、非公開の必要が無くなり、学会発表、論文発表、新聞発表、

あるいは、製品化などで公表する際は、第１２条に準ずること。 

 

（過失） 

第１４条 乙による明らかな過失により、本装置、甲が所有する物品、あるいは、本装置

を設置している建物等を破損させた場合は、乙は原状復帰を基本に弁償しなければならな

い。 

 

（規約の変更） 

第１５条 甲は本規約を変更する場合がある。変更がある場合は、それまで申請書を提出

した利用者に事前に通知し、且つ、変更内容は、変更が発生した時点以降の受付申請書に

ついて適用される。 


